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【手続補正書】
【提出日】平成22年12月17日(2010.12.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチメディア検索のためにユーザから入力されたクエリを表現する装置であって、
　ユーザからマルチメディア検索のためのクエリの入力を受ける入力手段と、
　前記入力されたクエリをフィールドタイプで表現する表現手段と、
　を備え、
　前記フィールドタイプが、
　前記入力されたクエリに含まれた検索条件を表すフィールドの固有識別情報を表す識別
子情報、前記フィールドのデータタイプ情報を表すタイプ情報、および参照のために他の
フィールドの前記識別子情報を表す参照情報のうち少なくとも何れか１つを含むことを特
徴とする表現装置。
【請求項２】
　前記フィールドタイプが、アイテムのメタデータを用いたデータパス技術であり、
　前記データパスは、XPath形式で記述され、
　前記XPath形式は、アイテムのメタデータを表し、選択的に関連したXPath形式を表し、
　前記関連したXPath形式は、outputNameSpaceによって与えられたスキーマの複合タイプ
を表すことを特徴とする請求項１に記載の表現装置。
【請求項３】
　前記識別子情報が、各フィールドごとに割当てられた固有の識別子であり、入力クエリ
で、フィールド識別子を用いて他のフィールドを参照することができることを特徴とする
請求項２に記載の表現装置。
【請求項４】
　前記タイプ情報が、outputNameSpaceによって与えられた他のメタデータのスキーマま
たはMpeg7で定義された複合データタイプのネーム技術であり、関連したXPath形式の開始
点としての役割をすることを特徴とする請求項２に記載の表現装置。
【請求項５】
　前記参照情報が、フィールド内でフィールド識別子を参照するために使用されることを
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特徴とする請求項２に記載の表現装置。
【請求項６】
　前記フィールドが、
　MPEG-7標準で定義されるQFDeclarationに含まれ、他のフィールドで参照される前記識
別子情報を含むDeclaredFieldであることを特徴とする請求項１に記載の表現装置。
【請求項７】
　前記フィールドタイプが、token Type形式から拡張された複合タイプであって、アイテ
ムのメタデータを用いたデータパス技術であり、
　前記データパスは、XPath形式で記述され、
　前記XPath形式は、アイテムのメタデータを表し、選択的に関連したXPath形式を表し、
　前記関連したXPath形式は、フィールドの再使用のためのIDによる他のフィールドタイ
プを表すことを特徴とする請求項６に記載の表現装置。
【請求項８】
　前記識別子情報が、各フィールドごとに割当てられた固有の識別子であり、
　入力クエリで、フィールド識別子を用いて、他のフィールドを参照することができるこ
とを特徴とする請求項７に記載の表現装置。
【請求項９】
　前記タイプ情報が、outputNameSpaceによって与えられた他のメタデータのスキーマま
たはMpeg７で定義された複合データタイプのネーム技術であり、
　関連したXPath形式の開始点としての役割をすることを特徴とする請求項７に記載の表
現装置。
【請求項１０】
　マルチメディア検索のためにユーザから入力されたクエリを表現する方法であって、
　ユーザからマルチメディア検索のためのクエリの入力を受ける入力ステップと、
　前記入力されたクエリをフィールドタイプで表現する表現ステップと、
　を含み、
　前記フィールドタイプが、
　前記入力されたクエリに含まれた検索条件を表すフィールドの固有識別情報を表す識別
子情報、前記フィールドのデータタイプ情報を表すタイプ情報、および参照のために他の
フィールドの前記識別子情報を表す参照情報のうち少なくとも何れか１つを含むことを特
徴とする表現方法。
【請求項１１】
　前記フィールドタイプが、アイテムのメタデータを用いたデータパス技術であり、
　前記データパスは、XPath形式で記述され、
　前記XPath形式は、アイテムのメタデータを表し、選択的に関連したXPath形式を表し、
　前記関連したXPath形式は、outputNameSpaceによって与えられたスキーマの複合タイプ
を表すことを特徴とする請求項１０に記載の表現方法。
【請求項１２】
　前記識別子情報が、各フィールドごとに割当てられた固有の識別子であり、入力クエリ
で、フィールド識別子を用いて他のフィールドを参照することができることを特徴とする
請求項１１に記載の表現方法。
【請求項１３】
　前記タイプ情報が、outputNameSpaceによって与えられた他のメタデータのスキーマま
たはMpeg7で定義された複合データタイプのネーム技術であり、関連したXPath形式の開始
点としての役割をすることを特徴とする請求項１０に記載の表現方法。
【請求項１４】
　前記参照情報が、フィールド内でフィールド識別子を参照するために使用されることを
特徴とする請求項１１に記載の表現方法。
【請求項１５】
　前記フィールドが、
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　MPEG-7標準で定義されるQFDeclarationに含まれ、他のフィールドで参照される前記識
別子情報を含むDeclaredFieldであることを特徴とする請求項１０に記載の表現方法。
【請求項１６】
　前記フィールドタイプが、token Type形式から拡張された複合タイプであって、アイテ
ムのメタデータを用いたデータパス技術であり、
　前記データパスは、XPath形式で記述され、
　前記XPath形式は、アイテムのメタデータを表し、選択的に関連したXPath形式を表し、
　前記関連したXPath形式は、フィールドの再使用のためのIDによる他のフィールドタイ
プを表すことを特徴とする請求項１５に記載の表現方法。
【請求項１７】
　前記識別子情報が、各フィールドごとに割当てられた固有の識別子であり、
　入力クエリで、フィールド識別子を用いて、他のフィールドを参照することができるこ
とを特徴とする請求項１６に記載の表現方法。
【請求項１８】
　前記タイプ情報が、outputNameSpaceによって与えられた他のメタデータのスキーマま
たはMpeg７で定義された複合データタイプのネーム技術であり、
　関連したXPath形式の開始点としての役割をすることを特徴とする請求項１６に記載の
表現方法。
【請求項１９】
　ユーザから入力されたクエリに基づいて、マルチメディアデータを検索する検索装置で
あって、
　前記入力されたクエリをフィールドタイプで表現する表現手段と、
　前記フィールドタイプで表現された前記クエリに基づいて、マルチメディアデータを検
索する検索手段と、
　を備え、
　前記フィールドタイプが、
　前記入力されたクエリに含まれた検索条件を表すフィールドの固有識別情報を表す識別
子情報、前記フィールドのデータタイプ情報を表すタイプ情報、および参照のために他の
フィールドの前記識別子情報を表す参照情報のうち少なくとも何れか１つを含むことを特
徴とする検索装置。
【請求項２０】
　前記フィールドタイプが、アイテムのメタデータを用いたデータパス技術であり、
　前記データパスは、XPath形式で記述され、
　前記XPath形式は、アイテムのメタデータを表し、選択的に関連したXPath形式を表し、
　前記関連したXPath形式は、outputNameSpaceによって与えられたスキーマの複合タイプ
を表すことを特徴とする請求項１９に記載の検索装置。
【請求項２１】
　前記識別子情報が、各フィールドごとに割当てられた固有の識別子であり、入力クエリ
で、フィールド識別子を用いて他のフィールドを参照することができることを特徴とする
請求項２０に記載の検索装置。
【請求項２２】
　前記タイプ情報が、outputNameSpaceによって与えられた他のメタデータのスキーマま
たはMpeg7で定義された複合データタイプのネーム技術であり、関連したXPath形式の開始
点としての役割をすることを特徴とする請求項２０に記載の検索装置。
【請求項２３】
　前記参照情報が、フィールド内でフィールド識別子を参照するために使用されることを
特徴とする請求項２０に記載の検索装置。
【請求項２４】
　前記フィールドが、
　MPEG-7標準で定義されるQFDeclarationに含まれ、他のフィールドで参照される前記識
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別子情報を含むDeclaredFieldであることを特徴とする請求項１９に記載の検索装置。
【請求項２５】
　前記フィールドタイプが、token Type形式から拡張された複合タイプであって、アイテ
ムのメタデータを用いたデータパス技術であり、
　前記データパスは、XPath形式で記述され、
　前記XPath形式は、アイテムのメタデータを表し、選択的に関連したXPath形式を表し、
　前記関連したXPath形式は、フィールドの再使用のためのIDによる他のフィールドタイ
プを表すことを特徴とする請求項２４に記載の検索装置。
【請求項２６】
　前記識別子情報が、各フィールドごとに割当てられた固有の識別子であり、
　入力クエリで、フィールド識別子を用いて、他のフィールドを参照することができるこ
とを特徴とする請求項２５に記載の検索装置。
【請求項２７】
　前記タイプ情報が、outputNameSpaceによって与えられた他のメタデータのスキーマま
たはMpeg７で定義された複合データタイプのネーム技術であり、
　関連したXPath形式の開始点としての役割をすることを特徴とする請求項２５に記載の
検索装置。
【請求項２８】
　ユーザから入力されたクエリに基づいて、マルチメディアデータを検索するために前記
クエリがフィールドタイプで表現されたデータ構造が記録された記録媒体であって、
　前記入力されたクエリに含まれた検索条件を表すフィールドの固有識別情報を表す識別
子情報、前記フィールドのデータタイプ情報を表すタイプ情報、および参照のために他の
フィールドの前記識別子情報を表す参照情報のうち少なくとも何れか１つを含むことを特
徴とする記録媒体。
【請求項２９】
　前記フィールドタイプが、アイテムのメタデータを用いたデータパス技術であり、
　前記データパスは、XPath形式で記述され、
　前記XPath形式は、アイテムのメタデータを表し、選択的に関連したXPath形式を表し、
　前記関連したXPath形式は、outputNameSpaceによって与えられたスキーマの複合タイプ
を表すことを特徴とする請求項２８に記載の記録媒体。
【請求項３０】
　前記識別子情報が、各フィールドごとに割当てられた固有の識別子であり、入力クエリ
で、フィールド識別子を用いて他のフィールドを参照することができることを特徴とする
請求項２９に記載の記録媒体。
【請求項３１】
　前記タイプ情報が、outputNameSpaceによって与えられた他のメタデータのスキーマま
たはMpeg7で定義された複合データタイプのネーム技術であり、関連したXPath形式の開始
点としての役割をすることを特徴とする請求項２９に記載の記録媒体。
【請求項３２】
　前記参照情報が、フィールド内でフィールド識別子を参照するために使用されることを
特徴とする請求項２９に記載の記録媒体。
【請求項３３】
　前記フィールドが、
　MPEG-7標準で定義されるQFDeclarationに含まれ、他のフィールドで参照される前記識
別子情報を含むDeclaredFieldであることを特徴とする請求項２８に記載の記録媒体。
【請求項３４】
　前記フィールドタイプが、token Type形式から拡張された複合タイプであって、アイテ
ムのメタデータを用いたデータパス技術であり、
　前記データパスは、XPath形式で記述され、
　前記XPath形式は、アイテムのメタデータを表し、選択的に関連したXPath形式を表し、
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　前記関連したXPath形式は、フィールドの再使用のためのIDによる他のフィールドタイ
プを表すことを特徴とする請求項３３に記載の記録媒体。
【請求項３５】
　前記識別子情報が、各フィールドごとに割当てられた固有の識別子であり、
　入力クエリで、フィールド識別子を用いて、他のフィールドを参照することができるこ
とを特徴とする請求項３４に記載の記録媒体。
【請求項３６】
　前記タイプ情報が、outputNameSpaceによって与えられた他のメタデータのスキーマま
たはMpeg７で定義された複合データタイプのネーム技術であり、
　関連したXPath形式の開始点としての役割をすることを特徴とする請求項３４に記載の
記録媒体。
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